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複合仕上げへ�

■安全衛生上の問題�
■施工のやり難さの問題�

●�●撥水剤 ～塗装仕上げ複合工法�
（フッ素、シリコン2液溶剤形クリヤー）�

■濡れ色仕上げとなりやすい� ●�●塗装仕上げのみ�

■撥水効果の持続性に乏しい� ●�●撥水剤処理のみ�

■中性化劣化�
藻・カビ汚れ、塩害鉄筋腐食�

●�●別途工事で手直し�
（未塗装のままに放置）�

手直し�問題点�

●コンクリート打設の技術差もあるが、�
概ね以下の問題点が発生します。�

●ジャンカ ●エフロエッセンス、錆汁 ●型枠の段違い�
●ピンホール、巣穴 ●亀甲ワレ ●コールドジョイント�

■化粧コンクリート�
打放し仕上げの�
建築物需要の増加�

【アクアプリズムの主な適用下地】�

打放しコンクリート面、PC板面など�

開発コンセプト
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ご使用上の注意事項�

　予　防　策　　　�

● 取り扱い作業中・乾燥中ともに換気のよい場所で使用し、粉じん・ヒューム・ガス・

ミスト・蒸気・スプレーを吸入しないこと。必要な保護具（帽子・保護めがね・マス

ク・手袋等）を着用し、身体に付着しないようにすること。�

● 吸入に関する危険有害性情報の表示がある場合、有機ガス用防毒マスク、又は、送気

マスクを着用すること。又、取り扱い作業場所には局所排気装置を設けること。�

● 皮膚接触に関する危険有害性情報の表示がある場合、頭巾・えり巻きタオル・長袖の

作業着・前掛を着用すること。�

● 本来の目的以外に使用しないこと。�

● 指定材料以外のものとは混合（多液品の混合・希釈等）しないこと。�

● 缶の取っ手を持って振ったり、取っ手をロープやフックで吊り下げたりしないこと。�

● 取り扱い後は、洗顔、手洗い、うがい、及び、鼻孔洗浄を十分行うこと。�

● 使用済みの容器は、火気、溶接、加熱を避けること。�

● 本品の付いた布類や本品のかす等は水に浸して処分すること。�

　対　　　応　　　�

● 目 に 入 っ た 場 合：直ちに、多量の水で洗うとともに医師の診察を受けること。�

● 皮膚に付着した場合：直ちに拭き取り、石けん水で洗い落とし、痛みや外傷等がある�

　　　　　　　　　　　場合は、医師の診察を受けること。�

● 吸 入 し た 場 合：空気の清浄な場所で安静にし、必要に応じて医師の診察を受け

　　　　　　　　　　ること。�

● 飲 み 込 ん だ 場 合：直ちに医師に連絡すること。無理に吐かせないこと。�

● 漏出時や飛散した場合は、砂、布類（ウエス）等で吸い取り、拭き取ること。�

● 火災時には、炭酸ガス、泡、又は、粉末消火器を用いること。�

　保　　　管　　　�

● 指定容器を使用し、完全にふたをして湿気のない場所に保管すること。�

● 直射日光、雨ざらしを避け、貯蔵条件に基づき保管すること。�

● 子供の手の届かない場所に保管すること。又、関連法規に基づき適正に管理すること。�

　廃　　　棄　　　�

本品の付いた布類や本品のかす、及び、使用済み容器を廃棄するときは、関連法規を厳

守の上、産業廃棄物として処分すること。（排水路、河川、下水、及び、土壌等の環境

を汚染する場所へ廃棄しないこと。）�

　施工後の安全　　　�

本製品は揮発性の化学物質を含んでいますので、塗装直後の引渡しの場合は、施主様に

対して安全性に十分に注意を払うように指導してください。例えば、不特定多数の方が

利用される施設などの場合は、立看板などでペンキ塗り立てである旨を表示し、化学物

質過敏症ならびにアレルギー体質の方が接することのないようにしてください。�

■下記の注意事項を守って下さい。　■詳細な内容については化学物質等安全データシート（MSDS）をご参照ください。�
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アクアプリズムは、打放しコンクリート面の保護と�
高い仕上がり質感を与える水性シリコンクリヤーです。�
アクアプリズムは、打放しコンクリート面の保護と�
高い仕上がり質感を与える完全水系クリヤー仕上材です。�

■促進中性化・塩分浸透性試験結果 ※� ■仕上げ塗装面の比較写真�

■防藻・防カビ性促進試験結果 ※�
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塗
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無
塗
装�

アクアプリズム� 溶剤型クリヤー単独仕様�

アクアプリズム�

溶剤形シリコンクリヤー�

溶剤形ウレタンクリヤー�

■促進耐候性試験結果（SWOM）�

（％） 
アクアプリズム F

アクアプリズムシリーズの主な特長�

水性塗料ですので環境にやさしく、安全衛生上の問題がありません。�

1液形ですので、可使時間の制限がありません。�

ツヤムラが出にくく、仕上げ作業が容易です。�

基体樹脂はシリコン系またはフッ素系樹脂ですので、高い耐久性があります。�

コンクリートの質感に近づけた艶（3分ツヤ程度）の仕上りになります。�

防藻、防カビ性を持っていますので美観保持にすぐれています。�

性能比較表�

アクアプリズムシリーズの主な特長�

性能比較表�

施工上の要点�施工上の要点�

1. 素材の状況によっては、充分な濡れ色防止効果が発現せず、アクアプリズム
リパルサーやアクアプリズムの増し塗りが必要となる場合があります。事前
に試験塗装等で確認されます事をおすすめします。 

2. モルタル・コンクリートなどのアルカリ質素材は、含水率8％以下、pH10以下
になるまで充分乾燥させてください。  

3. 下塗り塗装時ならびに塗料の取り扱い時には換気を充分に行い、火気厳禁
にしてください。 

4. アクアプリズムは一度に厚く塗らずに、素地への吸い込みや、なじみの度合

いを確認しながら均一になるように塗付してください。なお、塗り残しや所要
量不足は、濡れ色の原因となりますので、注意してください。又、低温時は乾
燥が遅くなりますので、塗装間隔を充分確保してください。 

5. 気温5℃以下、湿度85％RH以上、降雨、降雪、強風が予想されるときは、塗
装を避けてください。  

6.  各クリヤー仕上げを行う場合、十分に乾燥させてから塗り重ねてください。 
7. その他、塗料の取り扱いについての一般的な注意事項の詳細な内容につ
いてはMSDS（化学物質等安全データシート）をご参照ください。 ※試験はSi

標準塗装仕様（アクアプリズム）�標準塗装仕様（アクアプリズム）�

下 地 処 理  ジャンカ、巣穴、レイタンスなどは適切な処置を施した後、乾燥した清浄な面にしてください。 

工　　程 標準所要量（�/m2/回） 塗装間隔（23℃） 塗装方法（希釈率） 塗料名・処置 

下 塗 り  0.14～0.18 16時間以上 7日以内 

2時間以上 7日以内 

― 

アクアプリズム リパルサー�

中 塗 り  
（ 1 回 ） 

上 塗 り  
（ 1 回 ） 

アクアプリズム 
上水 

アクアプリズム（3分つや） 
上水 

ウールローラー（無希釈） 

※所要量は下地の状態、塗装方法などによって多少増減します。�
※中塗りにアクアプリズム（3分つや）も使用可能です。�

※ 

標準塗装仕様（アクアプリズム F）�標準塗装仕様（アクアプリズム F）�

下 地 処 理  ジャンカ、巣穴、レイタンスなどは適切な処置を施した後、乾燥した清浄な面にしてください。 

工　　程 標準所要量（�/m2/回） 塗装間隔（23℃） 塗装方法（希釈率） 塗料名・処置 

下 塗 り  0.14～0.18

0.15～0.18

0.12～0.15

0.10～0.13

0.13～0.17

0.15～0.18

0.12～0.15

0.12～0.15

0.15～0.18

16時間以上 7日以内 

2時間以上 7日以内 

― 

アクアプリズム リパルサー�

中 塗 り  
（ 1 回 ） 

上 塗 り  
（ 1 回 ） 

アクアプリズム 
上水 

アクアプリズム F（3分つや） 
上水 

ウールローラー（無希釈） 

ウールローラー（0～5%） 

エアレススプレー（5～10%） 

ウールローラー（0～5%） 

エアレススプレー（0～10%）※ 

ウールローラー（0～5%） 

エアレススプレー（5～10%） 

ウールローラー（0～5%） 

エアレススプレー（5～10%） 

※所要量は下地の状態、塗装方法などによって多少増減します。�
※中塗りにアクアプリズム（3分つや）も使用可能です。�
※推奨エアレス条件（アクアプリズムF3分つや）�
　ポンプ：電動プランジャー式　 吐出圧力：最大出力を目処　 チップノズル口径：0.53mm程度（回転チップタイプ）�
　塗料が吐出しにくくなる場合がありますので、ガンとポンプのフィルターをはずして塗装してください。�
　タレないよう、通常よりガン距離を多め（40～50cm目安）にとり、均一に塗装してください。�

※ 

一液形特殊水性シリコン樹脂系濡れ色防止クリヤー塗料�
アクアプリズム（16�）�
アクアプリズム（3分つや）（16�） 
 
一液形特殊水性フッ素樹脂系濡れ色防止クリヤー塗料 

アクアプリズム F（3分つや）（15�） 
 
浸透性吸水防止材�
アクアプリズム リパルサー（15�）�

製品構成（品名・容量）�製品構成（品名・容量）�

（上塗り）�
■アクアプリズム�
■アクアプリズム（3分つや）�
■アクアプリズム F（3分つや）�
濡れ色防止下地保護、耐久性、意匠性�

（中塗り）�
■アクアプリズム�
下地保護、耐久性、意匠性�

（下塗り）�
■アクアプリズム リパルサー�
浸透性吸水防止材�

●素材（素地）�
打放しコンクリート面�
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量不足は、濡れ色の原因となりますので、注意してください。又、低温時は乾
燥が遅くなりますので、塗装間隔を充分確保してください。 

5. 気温5℃以下、湿度85％RH以上、降雨、降雪、強風が予想されるときは、塗
装を避けてください。  

6.  各クリヤー仕上げを行う場合、十分に乾燥させてから塗り重ねてください。 
7. その他、塗料の取り扱いについての一般的な注意事項の詳細な内容につ
いてはMSDS（化学物質等安全データシート）をご参照ください。 ※試験はSi

標準塗装仕様（アクアプリズム）�標準塗装仕様（アクアプリズム）�

下 地 処 理  ジャンカ、巣穴、レイタンスなどは適切な処置を施した後、乾燥した清浄な面にしてください。 

工　　程 標準所要量（�/m2/回） 塗装間隔（23℃） 塗装方法（希釈率） 塗料名・処置 

下 塗 り  0.14～0.18 16時間以上 7日以内 

2時間以上 7日以内 

― 

アクアプリズム リパルサー�

中 塗 り  
（ 1 回 ） 

上 塗 り  
（ 1 回 ） 

アクアプリズム 
上水 

アクアプリズム（3分つや） 
上水 

ウールローラー（無希釈） 

※所要量は下地の状態、塗装方法などによって多少増減します。�
※中塗りにアクアプリズム（3分つや）も使用可能です。�

※ 

標準塗装仕様（アクアプリズム F）�標準塗装仕様（アクアプリズム F）�

下 地 処 理  ジャンカ、巣穴、レイタンスなどは適切な処置を施した後、乾燥した清浄な面にしてください。 

工　　程 標準所要量（�/m2/回） 塗装間隔（23℃） 塗装方法（希釈率） 塗料名・処置 

下 塗 り  0.14～0.18

0.15～0.18

0.12～0.15

0.10～0.13

0.13～0.17

0.15～0.18

0.12～0.15

0.12～0.15

0.15～0.18

16時間以上 7日以内 

2時間以上 7日以内 

― 

アクアプリズム リパルサー�

中 塗 り  
（ 1 回 ） 

上 塗 り  
（ 1 回 ） 

アクアプリズム 
上水 

アクアプリズム F（3分つや） 
上水 

ウールローラー（無希釈） 

ウールローラー（0～5%） 

エアレススプレー（5～10%） 

ウールローラー（0～5%） 

エアレススプレー（0～10%）※ 

ウールローラー（0～5%） 

エアレススプレー（5～10%） 

ウールローラー（0～5%） 

エアレススプレー（5～10%） 

※所要量は下地の状態、塗装方法などによって多少増減します。�
※中塗りにアクアプリズム（3分つや）も使用可能です。�
※推奨エアレス条件（アクアプリズムF3分つや）�
　ポンプ：電動プランジャー式　 吐出圧力：最大出力を目処　 チップノズル口径：0.53mm程度（回転チップタイプ）�
　塗料が吐出しにくくなる場合がありますので、ガンとポンプのフィルターをはずして塗装してください。�
　タレないよう、通常よりガン距離を多め（40～50cm目安）にとり、均一に塗装してください。�

※ 

一液形特殊水性シリコン樹脂系濡れ色防止クリヤー塗料�
アクアプリズム（16�）�
アクアプリズム（3分つや）（16�） 
 
一液形特殊水性フッ素樹脂系濡れ色防止クリヤー塗料 

アクアプリズム F（3分つや）（15�） 
 
浸透性吸水防止材�
アクアプリズム リパルサー（15�）�

製品構成（品名・容量）�製品構成（品名・容量）�

（上塗り）�
■アクアプリズム�
■アクアプリズム（3分つや）�
■アクアプリズム F（3分つや）�
濡れ色防止下地保護、耐久性、意匠性�

（中塗り）�
■アクアプリズム�
下地保護、耐久性、意匠性�

（下塗り）�
■アクアプリズム リパルサー�
浸透性吸水防止材�

●素材（素地）�
打放しコンクリート面�
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打放しコンクリート面仕上げ用水性クリヤー仕上げ材�

002

複合仕上げへ�

■安全衛生上の問題�
■施工のやり難さの問題�

●�●撥水剤 ～塗装仕上げ複合工法�
（フッ素、シリコン2液溶剤形クリヤー）�

■濡れ色仕上げとなりやすい� ●�●塗装仕上げのみ�

■撥水効果の持続性に乏しい� ●�●撥水剤処理のみ�

■中性化劣化�
藻・カビ汚れ、塩害鉄筋腐食�

●�●別途工事で手直し�
（未塗装のままに放置）�

手直し�問題点�

●コンクリート打設の技術差もあるが、�
概ね以下の問題点が発生します。�

●ジャンカ ●エフロエッセンス、錆汁 ●型枠の段違い�
●ピンホール、巣穴 ●亀甲ワレ ●コールドジョイント�

■化粧コンクリート�
打放し仕上げの�
建築物需要の増加�

【アクアプリズムの主な適用下地】�

打放しコンクリート面、PC板面など�

開発コンセプト
Development Concept

Design
Image

Environment
Correspondence

Conservation
Of

Material

High
Durability

高耐候�
フッ素バージョンが�
新たに�
ラインアップ致しました�

ご使用上の注意事項�

　予　防　策　　　�

● 取り扱い作業中・乾燥中ともに換気のよい場所で使用し、粉じん・ヒューム・ガス・

ミスト・蒸気・スプレーを吸入しないこと。必要な保護具（帽子・保護めがね・マス

ク・手袋等）を着用し、身体に付着しないようにすること。�

● 吸入に関する危険有害性情報の表示がある場合、有機ガス用防毒マスク、又は、送気

マスクを着用すること。又、取り扱い作業場所には局所排気装置を設けること。�

● 皮膚接触に関する危険有害性情報の表示がある場合、頭巾・えり巻きタオル・長袖の

作業着・前掛を着用すること。�

● 本来の目的以外に使用しないこと。�

● 指定材料以外のものとは混合（多液品の混合・希釈等）しないこと。�

● 缶の取っ手を持って振ったり、取っ手をロープやフックで吊り下げたりしないこと。�

● 取り扱い後は、洗顔、手洗い、うがい、及び、鼻孔洗浄を十分行うこと。�

● 使用済みの容器は、火気、溶接、加熱を避けること。�

● 本品の付いた布類や本品のかす等は水に浸して処分すること。�

　対　　　応　　　�

● 目 に 入 っ た 場 合：直ちに、多量の水で洗うとともに医師の診察を受けること。�

● 皮膚に付着した場合：直ちに拭き取り、石けん水で洗い落とし、痛みや外傷等がある�

　　　　　　　　　　　場合は、医師の診察を受けること。�

● 吸 入 し た 場 合：空気の清浄な場所で安静にし、必要に応じて医師の診察を受け

　　　　　　　　　　ること。�

● 飲 み 込 ん だ 場 合：直ちに医師に連絡すること。無理に吐かせないこと。�

● 漏出時や飛散した場合は、砂、布類（ウエス）等で吸い取り、拭き取ること。�

● 火災時には、炭酸ガス、泡、又は、粉末消火器を用いること。�

　保　　　管　　　�

● 指定容器を使用し、完全にふたをして湿気のない場所に保管すること。�

● 直射日光、雨ざらしを避け、貯蔵条件に基づき保管すること。�

● 子供の手の届かない場所に保管すること。又、関連法規に基づき適正に管理すること。�

　廃　　　棄　　　�

本品の付いた布類や本品のかす、及び、使用済み容器を廃棄するときは、関連法規を厳

守の上、産業廃棄物として処分すること。（排水路、河川、下水、及び、土壌等の環境

を汚染する場所へ廃棄しないこと。）�

　施工後の安全　　　�

本製品は揮発性の化学物質を含んでいますので、塗装直後の引渡しの場合は、施主様に

対して安全性に十分に注意を払うように指導してください。例えば、不特定多数の方が

利用される施設などの場合は、立看板などでペンキ塗り立てである旨を表示し、化学物

質過敏症ならびにアレルギー体質の方が接することのないようにしてください。�

■下記の注意事項を守って下さい。　■詳細な内容については化学物質等安全データシート（MSDS）をご参照ください。�


